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論文要旨
本学位請求論文は、一般均衡理論における競争均衡の存在問題を対象とし、特に、当該
理論において通常用いられる「選好の不飽和性の条件」と競争均衡の存在との関係につい
て検討を行うものである。
「財の消費に対する消費者の欲求は尽きることが無い」という「選好の不飽和性条件
(nonsatiation condition)」は、ミクロ経済理論において、消費者の財選好に関する基本
的な仮定の 1 つとして認識されている。特に一般均衡理論では、この条件が成立しない
場合には競争均衡の存在が必ずしも保証されないことから不可欠なものとして扱われてき
た。しかしながら、選好の不飽和性条件は、消費者の財集合に関する仮定次第では成立し
えず、また、一般均衡モデルのいくつかの応用的モデルにおいても必然的に不成立となる
ケースがあることが知られている（固定価格モデルや危険資産の無い証券市場モデルな
ど）。これらのことを根拠に、選好の不飽和性が成立しない状況、すなわち選好の飽和を
前提とした一般均衡モデルの研究が１９８０年代以降本格化し、現在までに多数の論文が
発表されている。
このような背景を踏まえたうえで、本論文では、選好の飽和を一定程度許しながら均衡
の存在を保証するような新しい十分条件を模索し、そのような条件を全部で五つ提示す
る。そのうち本質的に重要なものは二つあり（その他の条件は二つの内いずれかの特殊
ケースとなっている）、それらはそれぞれ先行研究において提示されている条件のいくつ
かを特殊ケースとして含むという意味で非常に弱いものである。これらの結果は、選好に
関する飽和と競争均衡の存在との関係を完全に解明するものではないが、しかしそれを目
標として行われているこの分野の研究に対して新たな知見を加えるものである。
本論文の構成
本学位申請論文は以下の五つの章から構成されている。
 第１章: Introduction
 第２章: Condition on excess demand correspondence
 第３章: Condition on agents' characteristics: Boundary satiation
 第４章: Extension to unbounded exchange economies
 第５章: Conclusion
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以下、各章の概要を述べる。
第１章: 序論
第１章では、まず導入として、選好の飽和性あるいは不飽和性とは何か、そしてそれが
一般均衡理論においてなぜ問題になるのかが説明される。続いて先行研究の概観が行わ
れ、特に、これまでに提示されてきた選好の飽和に関する諸条件について整理される。さ
らに、本論文の主要な貢献が続く各章の内容とともに要約される。
以上の内容に加え、本章では、数学的記号やモデル（標準的な純粋交換経済モデル）の
定義など、次章以降に進む上でのいくつかの準備もなされる。
第２章: 超過需要対応に対する条件
第２章では、選好の飽和を一定程度許容しつつ競争均衡の存在を保証する新たな十分条
件を二つ提示する。一つ目の条件は、ある特定の集合に属する価格の下での市場需要の
ふるまい方について制約を課すことによって得られる。この条件は、Polemarchakis and
Siconol (1993) によって提示された条件を特殊ケースとして含み、各主体の選択集合の
うち、自発的交換によって実現可能な部分（以下、「実行可能集合」とする）における選好
の飽和を許容する極めて一般的なものである。しかしながら、この条件は主体の需要行動
に直接的に制約を課すものであり、その経済学的意味を見出しにくいという欠点がある。
そこで本章ではさらに、一つ目の条件から、主体の基礎的特徴づけ（選択集合、効用関
数、初期保有）の範囲内で表現できるような条件を導出することを試みる。その結果得ら
れた条件は、一つ目の条件を含意しているという意味でそれよりも強いものであるが、価
格に関する制約を含まず、またある程度の経済学的解釈が可能であるという点で一つ目の
条件に勝るものである。
本章は以下の公刊論文に基づく。
 Sato N., 2008. Some sucient conditions for the existence of a competitive equi-
librium in economies with satiated consumers. Economics Bulletin 3, No.72, 1
{ 8.
第３章: 主体の特徴づけに対する条件: 境界飽和の条件
本章ではさらに二つの条件を導入する。一つ目の条件は、実行可能集合をその「内部」
と「境界」に分けることで得られ、各主体が実行可能集合の「内部」に飽和点を持つなら
ば同時にその「境界」にも飽和点をもつことを要求する。この性質にもとづき、この条件
は「境界飽和の条件」(boundary satiation) と呼ばれる。既存の条件の多くが実行可能集
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合内でのみ飽和が生じる状況を排除するのに対し、境界飽和の条件はこれを許容するもの
である。
二つ目の条件は前章の二つ目の条件を直接的に一般化したものである。この条件は厳密
には境界飽和の条件とは独立であるものの、連続な選好の下ではこれを含意するという意
味でより強いものである。
なお、本章の最後では、境界飽和の条件と Won and Yannelis (2006) によって導入さ
れた条件（以下、WYと略記）との比較を行う。特に、条件WYはこれまで知られている
中で最も弱い条件の一つであるが、境界飽和の条件はこれと独立であることが示される。
本章は以下の公刊論文に基づく。
 Sato N., 2010. Satiation and existence of competitive equilibrium. Journal of
Mathematical Economics 46, 534{551.
第４章: 非有界交換経済への拡張
本章では、第３章で得られた結果の拡張を図る: 前章では、境界飽和の条件の下で競争
均衡の存在を確立する際、選択集合の有界性を仮定していたが、本章では選択集合が非有
界（特に下から非有界）となることを許す極めて弱い仮定を用いて競争均衡の存在を証明
する。この結果は、特に証券市場モデルに対して一定の意義を持っている。なお、上記の
結果の証明に際して、選好の飽和に関する条件が新たに追加される（境界飽和の条件を強
めることによって得られる）。
本章の残りの部分では、境界飽和の条件と条件WYとの関係についてさらなる検討が
加えられる。
本章は以下の公刊論文に基づく。
 Sato N., 2010. Existence of competitive equilibrium in unbounded exchange
economies with satiation: A note. The B.E. Journal of Theoretical Economics:
Vol. 10 : Issue. 1 (Contributions), Article 30.
第５章: 結論
第５章では、本論文の中で提示した諸条件について簡単に振り返りながら、それらの間
の関係や、条件WYとの関係について整理する。さらに、本論文の諸結果の拡張可能性
についていくつか示唆を行うことで論文を結ぶ。
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